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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入浴者の入浴時間中に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の
浴室用機器に対して制御を行う浴室用機器の制御装置であって、
　前記入浴者の生体情報を検出する入浴状態検出手段と、
　前記生体情報の変化に同期して、前記浴室用機器を制御して前記入浴環境を調整する入
浴環境調整手段と、を備え、
　前記浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他の浴室内
で入浴している他の入浴者の生体情報の変化に同期して制御されることを特徴とする浴室
用機器の制御装置。
【請求項２】
　入浴者の入浴時間中に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の
浴室用機器に対して制御を行う浴室用機器の制御装置であって、
　前記入浴者の生体情報を検出する入浴状態検出手段と、
　前記入浴者が浴槽内で行う所定の動作を、該動作に伴う前記浴槽内の物理状態の変化に
よって検出する動作検出手段と、
　前記生体情報及び前記物理状態の変化に同期して、前記浴室用機器を制御して前記入浴
環境を調整する入浴環境調整手段と、を備え、
　前記浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他の浴室内
で入浴している他の入浴者の生体情報の変化に同期して制御されることを特徴とする浴室
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用機器の制御装置。
【請求項３】
　入浴者の入浴時間中に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の
浴室用機器に対して制御を行う浴室用機器の制御装置であって、
　前記入浴者が浴槽内で行う所定の動作を、該動作に伴う前記浴槽内の物理状態の変化に
よって検出する動作検出手段と、
　前記物理状態の変化に同期して、前記浴室用機器を制御して前記入浴環境を調整する入
浴環境調整手段と、を備え、
　前記浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他の浴室内
で入浴している他の入浴者の浴槽内で行う所定の動作に伴う前記他の浴室の浴槽内の物理
状態の変化に同期して制御されることを特徴とする浴室用機器の制御装置。
【請求項４】
　入浴者の入浴時間中に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の
浴室用機器に対して制御を行う浴室用機器の制御装置であって、
　前記入浴者の生体情報を検出する入浴状態検出手段と、
　前記入浴者が浴槽内で行う所定の動作を、該動作に伴う前記浴槽内の物理状態の変化に
よって検出する動作検出手段と、
　前記生体情報及び前記物理状態の変化に同期して、前記浴室用機器を制御して前記入浴
環境を調整する入浴環境調整手段と、を備え、
　前記浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他の浴室内
で入浴している他の入浴者の浴槽内で行う所定の動作に伴う前記他の浴室の浴槽内の物理
状態の変化に同期して制御されることを特徴とする浴室用機器の制御装置。
【請求項５】
　前記入浴状態検出手段が、前記入浴者の心拍数、心電図波形、呼吸波形及び呼吸数の内
の少なくとも何れか一つを検出することを特徴とする請求項１または２に記載の浴室用機
器の制御装置。
【請求項６】
　前記浴室用機器が、前記浴槽内に気泡、波若しくは噴水の少なくとも何れか一つを発生
させる水流制御装置、照明装置、または、前記浴室内を所定の領域で分離する水膜生成装
置の内の少なくとも何れか一つを含むことを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記
載の浴室用機器の制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室用機器の制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、浴室における入浴者のリラックス効果や快適性、健康増進効果等を高めるために
、様々な技術が提案されている。この種の技術には、例えば、浴室内の音響機器及び照明
機器等を、入浴した状態における入浴者の生体情報及び動作情報に基づいて調整を行う浴
室用環境情報の発生装置がある（例えば、特許文献１参照）。これは、具体的には、例え
ば、浴槽の水位を検出して、非入浴時、半身浴時及び全身浴時の何れであるかを判定し、
浴室内の音響の大きさやリズム、テンポ、及び、照明の明るさを、非入浴時、半身浴時及
び全身浴時毎に変更するものである。更に具体的には、非入浴時には体を洗うので照明を
明るくし、半身浴時にはリラックスできるように音量を小さくするとともに照明を暗くし
、全身浴時は音量を大きくするとともに、入浴中の事故防止のため半身浴より照明を明る
くする。
【０００３】
　また、浴室における入浴者のリラックス効果等を高める他の技術には、浴槽の底に水中
照明装置を設置するとともに、該水中照明装置の周辺に気泡発生装置を設置し、該気泡発
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生装置による水流によって水中照明装置の照明に揺らぎを与える演出照明付浴槽の制御装
置がある（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　更に、入浴者の快適性を向上させる技術として、例えば、入浴者が浴槽内に入浴したま
ま行う動作による物理状態の変化を検出し、入浴者の動作に応じて浴室用機器の制御を行
う制御装置がある（例えば、特許文献３参照）。具体的には、例えば、浴槽の水面上を所
定の検出領域に分割し、入浴者が特定の検出領域を叩くと、該検出領域を特定し、これに
応じて、オーディオ機器の音量や再生停止等の音響特性の制御や、照明の制御を行えるよ
うにするものである。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２０５００９号公報
【特許文献２】特開２００５－０８０９１３号公報
【特許文献３】特開２００３－１４８８０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、入浴者に対するリラックス効果や健康増進効果は、長時間入浴すること
でより高めることができると考えられるが、特許文献１～特許文献３に記載の装置では、
入浴者が長時間入浴しても飽き難いようにすることについて開示されていない。
【０００７】
　また、特許文献３に記載の装置では、水面の所定の検出領域を叩くことで音響装置等を
操作できるので、音響装置等の操作を容易にして浴室の快適性を高めることができるが、
入浴者が意識して操作する必要があり、生体情報や動作情報のフィードバックを行えるも
のではないことから、入浴者のリラックス効果や健康増進効果を必ずしも高めることがで
きるものではないといった問題があった。
【０００８】
　従って、所定の入浴環境を周期的に発生させる水流制御装置や音響装置等の浴室用機器
の制御に、入浴者の生体情報や動作情報をフィードバックさせることで、快適性を維持し
つつ、入浴者が意識せずに長時間飽きずに入浴することができ、よりリラックス効果や健
康増進効果を高めることができる技術が望まれていた。
【０００９】
　本発明は上記の問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、浴室内に所定の入浴環
境を周期的に発生させる浴室用機器の制御に、生体情報や動作情報をフィードバックさせ
ることで、リラックス効果及び快適性の向上を図ることができる浴室用機器の制御装置を
提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するための本発明に係る浴室用機器の制御装置は、入浴者の入浴時間中
に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の浴室用機器に対して制
御を行う浴室用機器の制御装置であって、前記入浴者の生体情報を検出する入浴状態検出
手段と、前記生体情報の変化に同期して、前記浴室用機器を制御して前記入浴環境を調整
する入浴環境調整手段と、を備え、前記浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部
の前記浴室用機器が、他の浴室内で入浴している他の入浴者の生体情報の変化に同期して
制御されることを第１の特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するための本発明に係る浴室用機器の制御装置は、入浴者の入浴時間中
に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の浴室用機器に対して制
御を行う浴室用機器の制御装置であって、前記入浴者の生体情報を検出する入浴状態検出
手段と、前記入浴者が浴槽内で行う所定の動作を、該動作に伴う前記浴槽内の物理状態の
変化によって検出する動作検出手段と、前記生体情報及び前記物理状態の変化に同期して
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、前記浴室用機器を制御して前記入浴環境を調整する入浴環境調整手段と、を備え、前記
浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他の浴室内で入浴
している他の入浴者の生体情報の変化に同期して制御されることを第２の特徴とする。
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明に係る浴室用機器の制御装置は、入浴者の入浴時間中
に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の浴室用機器に対して制
御を行う浴室用機器の制御装置であって、前記入浴者が浴槽内で行う所定の動作を、該動
作に伴う前記浴槽内の物理状態の変化によって検出する動作検出手段と、前記物理状態の
変化に同期して、前記浴室用機器を制御して前記入浴環境を調整する入浴環境調整手段と
、を備え、前記浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他
の浴室内で入浴している他の入浴者の浴槽内で行う所定の動作に伴う前記他の浴室の浴槽
内の物理状態の変化に同期して制御されることを第３の特徴とする。
【００１３】
　上記目的を達成するための本発明に係る浴室用機器の制御装置は、入浴者の入浴時間中
に、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる１または複数の浴室用機器に対して制
御を行う浴室用機器の制御装置であって、前記入浴者の生体情報を検出する入浴状態検出
手段と、前記入浴者が浴槽内で行う所定の動作を、該動作に伴う前記浴槽内の物理状態の
変化によって検出する動作検出手段と、前記生体情報及び前記物理状態の変化に同期して
、前記浴室用機器を制御して前記入浴環境を調整する入浴環境調整手段と、を備え、前記
浴室内に複数の前記浴室用機器が設置され、一部の前記浴室用機器が、他の浴室内で入浴
している他の入浴者の浴槽内で行う所定の動作に伴う前記他の浴室の浴槽内の物理状態の
変化に同期して制御されることを第４の特徴とする。
【００１５】
　上記第１または第２の特徴の本発明に係る浴室用機器の制御装置は、更に、前記入浴状
態検出手段が、前記入浴者の心拍数、心電図波形、呼吸波形及び呼吸数の内の少なくとも
何れか一つを検出することを特徴とする。
【００１６】
　上記何れかの特徴の本発明に係る浴室用機器の制御装置は、更に、前記浴室用機器が、
前記浴槽内に気泡、波若しくは噴水の少なくとも何れか一つを発生させる水流制御装置、
照明装置、または、前記浴室内を所定の領域で分離する水膜生成装置の内の少なくとも何
れか一つを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、浴室内に所定の入浴環境を周期的に発生させる浴室用機器の制御、例
えば、ジェット噴流バスによる水流や噴水、気泡、若しくは、映像機器に表示される映像
、若しくは、音響装置の音響、湯温等の制御において、生体情報や動作情報を周期的且つ
自動的にフィードバックさせ、入浴環境を変化させるので、入浴者が意識することなく、
より長時間飽き難くすることができる。更に、例えば、入浴時の心拍数、心電図、呼吸等
の入浴者の生体情報や動作情報の変化をフィードバックすることで、入浴者のリラックス
効果や健康増進効果をより高めることができると考えられる。
【００１８】
　更に、複数の浴室用機器が設置されている場合に、一部の浴室用機器について、離れた
場所に設置された浴室で入浴している他の入浴者の生体情報や動作情報の変化をフィード
バックする場合には、他の入浴者の状態を知ることができる。これにより、離れて入浴し
ていても相手の存在やその状態を感じて、一緒に入浴しているような気分を味わえるとい
う効果が期待できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る浴室用機器の制御装置（以下、適宜「本発明装置」と略称する）の
実施形態を図面に基づいて説明する。
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【００２０】
　〈第１実施形態〉
　本発明装置の第１実施形態について図１及び図２を基に説明する。本実施形態の本発明
装置は、図１及び図２に示すように、入浴者８の入浴時間中に、浴室５内に所定の入浴環
境を周期的に発生させる１または複数の浴室用機器４に対して制御を行う浴室用機器の制
御装置１であって、入浴者８の生体情報を検出する入浴状態検出手段２と、生体情報の変
化に同期して、浴室用機器４を制御して入浴環境を調整する入浴環境調整手段３とを備え
ている。
【００２１】
　本実施形態では、浴室５内に、浴室用機器４として水流制御装置４が設置され、入浴状
態検出手段２として心拍検出装置２が設置されており、検出する生体情報として心拍数を
想定して説明する。ここで、図２（ａ）は、本発明装置１を適用する浴室５を側面から見
た場合の模式図であり、図２（ｂ）は、浴室５を正面から見た場合の模式図である。図２
（ａ）及び図２（ｂ）に示すように、本実施形態の浴槽６には、側面６ｃの一方に１本の
往管４３が接続され、正面６ａ及び背もたれ面６ｂ夫々に各２本ずつ復管４４が接続され
ており、往管４３及び各復管４４は水流制御装置４に接続されている。
【００２２】
　先ず、水流制御装置４及び心拍検出装置２について、図２を基に説明する。
【００２３】
　水流制御装置４は、所謂ジェット噴流バスで用いられる水流制御装置であり、任意の周
波数の波を発生させるように調整可能である。図２（ａ）及び図２（ｂ）に示すように、
水流制御装置４は、制御部４１、循環ポンプ４２、及び、リモコン７から構成されており
、復管４４の途中に設けられた循環ポンプ４２により、往管４３の吸い込み口４３ａから
湯水を取り込み、各復管４４の噴出口４４ａから周期的に繰り返し湯水を噴出させる。尚
、本実施形態では、循環ポンプ４２内に気泡を発生させるエアポンプ（図示せず）が設置
されており、エアポンプによって発生した気泡を湯水流に混合させる。
【００２４】
　制御部４１は、入浴環境調整手段３からの制御信号に基づいて、循環ポンプ４２及びエ
アポンプの回転数やタイミングを調整し、水流の強さ、波紋の大きさ、噴水の高さ、及び
、気泡の混合量等を調整する。
【００２５】
　リモコン７は、操作パネル７ａ、表示パネル７ｂ及び音声出力部７ｃを備えており、水
流制御装置４のオンオフ設定が、リモコン７上で可能に構成されている。尚、ここでのリ
モコン７は、後述する心拍検出装置２の機能を一体的に備えて構成される。
【００２６】
　心拍検出装置２は、図１に示すように、検出部２１、信号処理部２２及び表示制御部２
３を備えて構成されている。
【００２７】
　本実施形態の検出部２１は、心拍検出用の電極２１ａを備えて構成され、各電極２１ａ
は、図２（ｂ）に示すように、浴槽６の両側面６ｃに２つ配設されている。両側面６ｃに
配設された１対の電極２１ａは、より詳細には、浴槽６に浸かった入浴者８の心臓を挟む
ことができるように所定の高さ位置に設置されており、浴槽６に貯留された湯を介して心
電信号を検出する。そして、各電極２１ａからの心電信号が、リモコン７に構築された信
号処理部２２に対して出力される。
【００２８】
　信号処理部２２は、リモコン７の制御用に設けられたコンピュータ内に形成されており
、各電極２１ａから取得した心電信号から、電極２１ａと入浴者８の間に介在する湯水、
入浴者８の動作や呼吸に起因する基線動揺を取り除く処理を行い、入浴者８の心拍数を検
出する。表示制御部２３は、信号処理部２２とともにリモコン７のコンピュータ内に形成
されており、リモコン７の表示パネル７ｂに、信号処理部２２によって検出された心拍数
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を表示する。
【００２９】
　次に、本実施形態の入浴環境調整手段３について説明する。
【００３０】
　入浴環境調整手段３は、図１に示すように、入浴状態検出手段２としての心拍検出装置
２から心拍のタイミングを表わす信号を受け取り、心拍のタイミングを水流制御装置４の
調整にフィードバックするための演算処理部３１と、各浴室用機器４の設定を行う出力制
御部３２を備えて構成される。
【００３１】
　本実施形態では、入浴環境調整手段３の演算処理部３１は、心拍数に応じた周波数で波
を発生させるように、湯水を噴出させるタイミングを設定する。具体的には、演算処理部
３１は、水流制御装置４による波の周波数を心拍数より高くするか低くするかを決定する
ように構成されている。
【００３２】
　より詳細には、水流制御装置４の波の周波数は、入浴者８によるリモコン７における設
定操作に応じて決定するように構成する。ここで、心拍数よりも低い周波数の波を発生さ
せると、引き込み効果により心拍数が同期して低くなり、この結果、リラックス効果を高
めることが期待できる。これに対し、心拍数より高い周波数の波を発生させると、心拍数
が上昇して、新陳代謝の活性効果の増加が期待できる。
【００３３】
　尚、演算処理部３１は、例えば、心拍検出装置２により検出された入浴者８の心拍数が
所定のしきい値より高い場合には、心拍数より低い周波数の波を発生させるように設定し
、心拍数が所定のしきい値より低い場合には、心拍数より高い周波数の波を発生させるよ
うに設定して、心拍数が所定の範囲で安定するように構成しても構わない。また、演算処
理部３１は、例えば、低い周波数の波を発生させる低周波数期間と高い周波数の波を発生
させる高周波数期間とを連続的に繰り返すように構成しても構わない。また、これらを組
合せて選択的に利用可能に構成しても良い。
【００３４】
　本実施形態において、水流制御装置４が、湯の浄化（ろ過）機能、除菌機能、及び、保
温機能等を備えるように構成しても良い。保温機能を備える場合には、リモコン７上で浴
槽６内の湯温の設定を行い、表示パネル７ｂに浴槽６内の湯温を表示するように構成して
も構わない。
【００３５】
　また、上記実施形態において、入浴環境調整手段３は、水流制御装置４に対し、波の周
波数だけではなく、波の強さ、噴水の高さ（湯水流の噴出方向）、及び、気泡の混合量等
を制御するように構成しても良いし、水流制御装置４が保温機能を備える場合は、湯温を
調整すべくガスの供給量を制御しても良い。更に、入浴環境調整手段３は、波の周波数、
波の強さ、噴水の高さ、気泡の混合量、及び、湯温等から、任意に選択または組合わせて
調整するように構成しても良い。例えば、リラックス効果を得たい場合には、心拍数より
低い周波数で波を発生させるとともに、波の高さを低くし、湯温及び室温を下げるように
構成する。更に、活性効果を得たい場合には、心拍数より高い周波数で波を発生させると
ともに、波の高さを高くし、湯温及び室温を上げるように構成しても良い。
【００３６】
　〈第２実施形態〉
　本発明装置１の第２実施形態について図３～図５を基に説明する。本実施形態では、浴
室５内に複数の浴室用機器４が設置され、一部の浴室用機器４が、他の浴室５’に入浴し
ている他の入浴者の生体情報の変化に同期して制御される場合について説明する。
【００３７】
　ここで、図３は、本実施形態の浴室５と他の浴室５’の概略構成を示す説明図であり、
浴室５及び他の浴室５’の双方に本発明装置１及び１’が設置され、浴室５に設置された
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本発明装置１の入力状態検出手段２が、離れた場所にある浴室５’の浴槽６’に備えられ
た検出部２１’からの心電信号を取得可能に構成されている。
【００３８】
　本実施形態の入浴状態検出手段２は、浴室５の検出手段２１からの心電信号と、離れた
場所にある浴室５’の検出手段２１’からの心電信号を取得する。そして、夫々の心電信
号に対し、電極と入浴者の間に介在する湯水、入浴者の動作や呼吸に起因する基線動揺を
取り除く処理を行い、浴室５の入浴者の心拍数と浴室５’の入浴者の心拍数を検出する。
【００３９】
　本実施形態の入浴環境調整手段３は、入浴状態検出手段２から浴室５の入浴者の心拍数
と浴室５’の入浴者の心拍数を取得し、浴室５の入浴者の心拍数に基づいて水流制御装置
４を周期的に調整し、浴室５’の入浴者の心拍数に基づいて照明装置４を周期的に調整す
る。このように構成することで、浴室５の入浴者は、離れた浴室５’で入浴している家族
や知人の様子を知ることができ、また、一緒に風呂に入っているような気分を味わえると
いう効果が期待できる。
【００４０】
　尚、本実施形態では、浴室５の入力状態検出手段２が離れた場所にある浴室５’の検出
手段２１’からの心電信号を取得可能に構成したが、図４に示すように、浴室５’に設置
された本発明装置１’の入力状態検出手段２’についても、浴室５の検出手段２１からの
心電信号を取得して浴室５の入浴者の心拍数を検出可能に構成しても良い。この場合には
、入浴状態検出手段２’を、検出手段２１からの心電信号に基づいて浴室５の入浴者の心
拍数を検出するように構成し、入浴環境調整手段３’を、浴室５の入浴者の心拍数に基づ
いて浴室用機器４’の一部（例えば照明装置４’）を調整するように構成する。
【００４１】
　また、本実施形態では、浴室５だけでなく、浴室５’にも本発明装置１が設けられてい
る場合について説明したが、図５に示すように、２ヶ所の浴室５、５’に対して本発明装
置１を共通に構成しても良い。この場合には、入力状態検出手段２を、浴室５の検出手段
２１からの心電信号と浴室５’の検出手段２１’からの心電信号を受け取り、浴室５の入
浴者の心拍数と浴室５’の入浴者の心拍数を検出するように構成する。そして、入浴環境
調整手段３を、浴室５の入浴者の心拍数に基づいて水流制御装置４と照明装置４’を周期
的に調整し、浴室５’の入浴者の心拍数に基づいて水流制御装置４’と照明装置４を周期
的に調整するように構成する。
【００４２】
　尚、本実施形態では、浴室５の浴室用機器４を制御したが、浴室用機器４だけではなく
、浴室５外の場所、例えば、居間に設置されたテレビの映像や、飾り用の噴水、暖炉の火
等を、入浴者８の生態情報に同期して制御することで、入浴者８の様子を浴室５外から知
ることができる。
【００４３】
　〈別実施形態〉
　続いて、本発明の別実施形態について説明する。
【００４４】
　〈１〉上記各実施形態では、入浴者の生体情報を検出したが、本実施形態では、入浴者
８の動作に起因する物理状態の変化を検出する場合について、図２及び図６を基に説明す
る。
【００４５】
　本実施形態の本発明装置１は、図６に示すように、入浴環境調整手段３と、動作検出手
段９を備えて構成される。
【００４６】
　動作検出手段９は、入浴者８が浴槽６内で行う所定の動作を、該動作に伴う浴槽６内の
物理状態の変化によって検出する。尚、物理状態の変化としては、例えば、入浴者８の動
作による水圧の変化や波の発生、入浴者８が水面６ｄを手で叩く動作等を想定している。
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【００４７】
　動作検出手段９は、より具体的には、水圧センサ２１からの信号を処理し、物理状態の
変化、ここでは浴槽６の水圧の変化を検出する信号処理部９２を備えて構成される。水圧
センサ２１は、水流制御装置４、若しくは、給湯器（図示せず）が水圧センサ２１を備え
る場合は、これを利用する。これによって、本発明装置１の作製にかかるコストを低減す
ることができる。尚、水圧センサは、浴槽６内の水位を水圧により検出する水位センサを
用いて実現できる。
【００４８】
　本実施形態の入浴環境調整手段３は、動作検出手段９からの信号波形に基づいて、浴室
用機器４を制御して入浴環境を調整する。具体的には、例えば、第１実施形態と同様に、
水流制御装置４を制御して、波の周波数、波の強さ、噴水の高さ、気泡の混合量、及び、
湯温等を調整する。
【００４９】
　〈２〉上記各実施形態では、入浴状態検出手段２が生体情報及び物理状態の変化の何れ
かに同期して浴室用機器４を制御したが、これらの両方に同期して浴室用機器４を制御し
、入浴環境を調整するのも好適である。更に、浴室５内に、入浴状態検出手段２と動作検
出手段９の両方が設置されている場合は、生体情報若しくは物理状態の変化の何れか一方
に同期するか、または、両方に同期するかを切り替え可能に構成しても良い。
【００５０】
　〈３〉上記第１及び第２実施形態では、入浴状態検出手段２として心拍検出装置２を想
定した場合を例に説明したがこれに限られるものではない。心電図波形を生成する心電計
や、呼吸波形を検出する呼吸波形検出装置、呼吸数を検出する呼吸数検出装置であるのも
好適である。また、入浴状態検出手段２が、心拍検出装置２、心電計、呼吸波形検出装置
、及び、呼吸数検出装置の内の複数を備える構成であっても良い。
【００５１】
　尚、心電計を備える場合は、例えば、入浴者８の心電図のＲ波の出現に合わせて、気泡
を混合した湯水を噴射口から噴射する。また、リモコン７の表示パネル７ｂに心電図波形
を表示するように構成しても良い。
【００５２】
　呼吸数検出装置を備える場合は、例えば、入浴者８の呼吸波形のピークに合わせて、気
泡を混合した湯水を噴射口から噴射する。また、リモコン７の表示パネル７ｂに呼吸数や
呼吸波形を表示するように構成しても良い。
【００５３】
　〈４〉上記各実施形態では、浴室用機器４として水流制御装置４を想定した場合を例に
説明したがこれに限られるものではない。浴室用機器４としては、映像装置や照明装置、
浴室５内を所定の領域で分離する水膜生成装置、ミストサウナ装置等の入浴環境を周期的
に変化させることのできる装置であるのも好適である。このような浴室用機器４について
も、上記各実施形態と同様の効果が期待できる。
【００５４】
　尚、水流制御装置、映像装置、照明装置、水膜生成装置、及び、ミストサウナ装置等の
浴室用機器４を複数備えている場合は、これら複数の装置の全てを制御する構成であって
も良いし、これらの一部の装置を制御する構成であっても構わない。また、複数の装置と
同期して制御する場合には、複数の装置を制御する入浴環境調整手段３を設けても良いし
、各装置毎に入浴環境調整手段３を設けても良い。
【００５５】
　浴室用機器４として浴室テレビ等の映像装置が設けられている場合は、入浴環境調整手
段３は、例えば、浴室テレビの表示部に、波や噴水、雲、火等の映像を表示し、生体情報
や動作情報に同期して周期的に変化させるように構成する。また、浴室用機器４として照
明装置を想定する場合には、入浴環境調整手段３は、例えば、照明の強度等を周期的に調
整するように構成する。浴室用機器４として水膜生成装置を想定する場合には、入浴環境
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調整手段３は、例えば、水膜によって形成される空間の大きさや水膜の厚さ、開口部の大
きさ等を周期的に調整するように構成する。更に、浴室用機器４としてミストサウナ装置
を想定する場合には、入浴環境調整手段３は、例えば、ミストの量や噴霧時間等を周期的
に調整するように構成する。
【００５６】
　〈５〉上記各実施形態では、入浴環境調整手段３からの制御信号に基づいて浴室用機器
４を制御したが、本発明装置１による制御を行うか否かを設定できるように構成しても良
い。この場合には、本発明装置１による制御を行わないときには、浴室用機器４の設定を
リモコン７上で行うように構成しても構わない。
【００５７】
　〈６〉上記各実施形態では、入浴環境調整手段３は、水流制御装置４を制御して波を発
生させたが、浴槽に振動板を設置して、振動板に電気信号を与えて波を発生させるように
構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明に係る浴室用機器の制御装置の第１実施形態における概略構成を示すブロ
ック図
【図２】本発明に係る浴室用機器の制御装置とその周辺機器の概略構成を示す模式図
【図３】本発明に係る浴室用機器の制御装置とその周辺機器の第２実施形態における概略
構成を示す模式図
【図４】本発明に係る浴室用機器の制御装置とその周辺機器の第２実施形態における概略
構成を示す模式図
【図５】本発明に係る浴室用機器の制御装置とその周辺機器の第２実施形態における概略
構成を示す模式図
【図６】本発明に係る浴室用機器の制御装置の別実施形態における概略構成を示すブロッ
ク図
【符号の説明】
【００５９】
１　　　：本発明に係る浴室用機器の制御装置
１’　　：本発明に係る浴室用機器の制御装置
２　　　：心拍検出装置（入浴状態検出手段）
２’　　：心拍検出装置（入浴状態検出手段）
３　　　：入浴環境調整手段
３’　　：入浴環境調整手段
４　　　：水流制御装置（浴室用機器）
４’　　：水流制御装置（浴室用機器）
５　　　：浴室
５’　　：浴室
６　　　：浴槽
６’　　：浴槽
６ａ　　：内壁正面
６ｂ　　：内壁背もたれ面
６ｃ　　：内壁側面
６ｄ　　：水面
７　　　：リモコン
７ａ　　：操作パネル
７ｂ　　：表示パネル
７ｃ　　：音声出力部
８　　　：入浴者
９　　　：動作検出手段



(10) JP 4916207 B2 2012.4.11

10

２１　　：検出部
２１’　：検出部
２１ａ　：電極
２２　　：信号処理部
２３　　：表示制御部
３１　　：演算処理部
３２　　：出力制御部
４１　　：制御部
４２　　：循環ポンプ
４３　　：往管
４３ａ　：吸い込み口
４４　　：復管
４３ａ　：噴出口
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